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ー表紙写真について
① 受け継がれてきた技術にこだわり、本物の味と安心を伝えつづける
蔵人

② 文永5年建造、今も現存している文庫蔵】(土蔵長り造り)
③ 味噌の頂点を極めた、特別釀造穀

紙企業紹介

青源味噌株式会社 宇都宮南倫理法人会所属 倫理歴 6年
寛永2年( 1625年)創業、394 年続く老舗の味噌蔵。「地産地消」を大切にし、
大豆・米は県内産、塩は近海産のものを使用する。「味噌は生き物、麹菌も酵
母も生きています」だからこそ優しく声をかけ、心を向けることで小さな微生
物が応えてくれるという。300年以上の長い時間を経た今もなお残る物は「造
る人を育てるという思い」である。その人が味噌を造り、続く人が会社を創り、
そして現在に至る。青源は今も伝わる「人が造る」という思いを誇りにし、毎日
味噌造りに励んでいる。

②

③

住所:栃木県宇都宮市三番町1番9号
TEL : 028-633-3333

https://www.aogen.(0.jp/

活力朝礼実施企業倍増で栃木創生

こ
協
力
を
冝
しく
お
願
い
致し
ま
す

社
発
表
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で
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活
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実
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磨
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ヶ
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矢
板
倫
理
法
人
会
に
入
会

さ
せ
て
頂
い
た
町
井
と
印
し
ま
す

私
、
実
は
倫
理
法
人
会
さ
ま
に
お
世
話

に
な
る
の
は
一一度
目
に
な
り
ま
す
。
平
成

レ
年
か
ら
平
成

年
の
3
年
間
は
、
は
が

野
真
岡
準
倫
理
法
人
会
様
で
専
任
幹
事
も

務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

会
社
が
、
お
か
し
く
な
っ
て
い
く
時
期

に
、
心
こ
こ
に
在
ら
す
の
心
理
状
態
で
務

め
さ
せ
て
頂
い
た
事
を
本
当
に
印
し
訳
な

く
、
か
っ
心
(古し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「必
す
倫
理
法
人
会
に
戻
っ
て
来
る
そ

リ
」
と
退
会
届
け
を
出
し
た
に
も
か
か
わ

らす、い
つの間にか
そんな気持ちも

完
全
に
忘
れ
去
り
再
入
会
に
十
年
以
上
の

月
日
を
要
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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感
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を
学
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と
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を
成
長
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嫌
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思
っ
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と
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今
は
倫
理
法
人
会
が
楽
し
く
て
楽

し
く
て
、
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
那
須

野
ヶ
原
矢
板
さ
ま
の
環
境
も
最
高
な
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
・
・他
の
単
会
さ
ま
に

顔
を
出
し
て
も
本
当
に
暖
か
く
迎
え
て
頂

き
倫
友
の
み
な
さ
ま
か
ら
毎
回
多
く
の
ハ

ワ
ー
を
戴
い
て
お
り
ま
す
。
失
っ
た
十
年

を
取
り
返
す
つ
も
り
で
学
は
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

い
る
経
営
者
の
方
は
是
非
と
も
こ
入
会
を

強
く
お
勧
め
し
ま
す
。
志
の
高
い
メ
ン
ハ
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が
多
い
の
で
、
物
凄
く
居
心
地
か
良
く

自
分
を
変
化
さ
せ
や
す
い
環
境
で
す
。
私

み
た
い
に

「自
己
破
産
経
験
者
」
と
言
う

経
営
者
と
し
て
最
低
の
人
間
で
あ
っ
て
も

「も
う
一度
」
と
強
く
思
え
た
の
は
ま
さ

に
倫
友
の
お
か
け
で
し
た
。
こ
の
原
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の

締
め
切
り
時
に
私
は
町
議
会
議
員
選
挙
の

真
っ
最
中
で
す
。
「私
の
次
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起
業

人

横
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、
2016

年
7
月
。
201

法

市

理
業
山

7
年
3
月
に
入
会
し
ま
し
た
。
き
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fourth

市
塾
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マ
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向
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あ
と
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治修橋髙
朝
活
で
あ
る
こ
と
も
好
感
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持
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ま
し
た
。
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入
会
後
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自
分

入
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後
1
年
は
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2
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度
で、倫
理
の
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か
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ま
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。
そ
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、
2
〇
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席
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1
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過
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ま
し
た
か
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短
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間
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も
家
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も
良
く
な
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ま
し
た
。
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践
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あ
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0

入
会
を
お
考
え
の
方
へは
、
早
く
結
果

か
欲
し
い
と
私
も
考
え
ま
す
。
一緒
に
学

び
活
動
し
て
い
く
上
で
、
良
い
こ
と
か
必

す
巡
っ
て
き
ま
す
ー

祥裕
MBA

田
KAWATA

い。

CEO・

川
YUSHO 

0 
第

本

明-
TCI 0:
、
、

Mad

3靆

、

子

設
揚
都取

木
V・

長

、0 

代

植
、0

造

社
2F日・
1500
co.

価を

会
18 
・

50.

株
3・

03-4578
00

と

式
2・

旧

価

第

い

い

ズ
東宿

FAX 
wa

し断

イ

市

日

界に
ラ
都宮

2992 
ーyk

て

ル
県字
・
」

世過じ

工

物木
5889

co.

ス

加

0953
050・

5

を

日

ピ

旧

サ
研

329
TEL

http://e

ー

・

:

い
c
報
。
〒

の
、部
継

ン
を
本
き

エ
ナ
か
を

万
→月店

ゴ

9
佐
盟

古
ル

O1
り

-カ

中
ゴ
2
よ
き

情・
日
アェウトフソ

愛スごーサ厰嚼、を:に、
プンを第C、u・んどをみ・

(

る.

ムロ

すンイサデ.を一学
Di 

〒
栃
旺

物

長

さだく談相ごら

ゆ

さ
だ
宮

快
都

ー
愉
宇・第

たしまリあがとごリ困お介召糸の友

8

00

ト

和

目

つ
(

丁

/
0ェ

1生
9739
ー8
70
」7れ

市
午
55

1的
的

37
g

245
3 
製
司

を
を

028 
0
ま

(
す
)

320
県
[ 

F取
E n ィ
ト

〒
第
Tel 

ipsilon

第
ー

英

第
タ
ーー

理

、 ・
ィネ

ン

当
デ

ロ

ス
:ー

イ

田
ティ
ル

ス

ー
イ

プ

中
クア
プラ

イ

イ

社

純
アメ
人日

第

へ
日

ト

ー

ス

グ

ィ

ン

テ
1

ィ

-
:

デ

ア
0

ェ

つ
の

つ
ス

イ
ル

び
ー

メ
-

す
ュ

ア
ク

0
デ

、
ス

ん
0

事
第

え
プ

日
公

侖

事
:

有

代

日
ーヒ

イ

Z
OCHI

業材鋼属所西宮都宇業Tー属所央中宮都宇業トーネィデーコルダイラプ・クイメアヘ属所東宮都宇



備
理
の
た
ま
ご

回
舞

回

3ート町
」一一
本
ヨ

事
0ー

保
市
当6・

合
ま

総
都
02

え
下
ーー

な
を
2

祭

会

戸

人
業
上

法
ル
市

理
ー
宮

倫
ク
都

fourth

宮
話
県

市
ス
宇

都
会
木

宇
英
栃

ロ
属:
種:
所:

third

所
業
住
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ロ
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)会入月4年30成平(

倫
理
と
の
出
会
い

自
分
で
立
ち
上
け
た
英
会
話
ス
ク
ー
ル

が
軌
道
に
乗
り
出
し
た
2018

年
4
月
。

い
つも
私
のことを気にかけ
てくださ

り
、
優
し
く
ア
ドバ
イ
スを
く
だ
さ
る
方

か
ら
「倫
理
法
人
会
でいろん
な
ことを

学
ん
で
み
た
ら
、
操
さ
ん
の仕
事
の幅
が

も
っと
も
っと
広
が
る
わ
よ
。
素
晴
ら
し

い
経
営
者
の
方
が
沢
山
い
る
か
ら
、
い
い

刺
激
を
受
け
、
自
分
の
可
能
性
を
広
け
る

チ
ャ
ン
ス
よ
。
」
と
自
単
会
の
女
性
委
員

長
、
上
原
さ
ん
に
お
声
か
け
い
た
だ
き
、

入
会
し
ま
し
た
。

も
の
に
を

ち
め
び
。

た
た
学
す

も
の
の
ま

ど
顔
理
め

子
笑
倫
深

一
入
会
後
の
自
分

巧
人
幸
福
の
栞
は
入
会
当
初
、
深
く
理

解することができすに言葉を追うた

け
でし
た
。し
か
し
、毎週
のモー
一一ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
で
の学
び
を
通
し
て、
栞
の

言
葉を
自分
の中
に
落とし
こめるよ
う

に
な
った
頃
、
気
が
つくと
日
常生
活
で

も
栞
を
開
く
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
主イ
事

の
面
で
も
家
庭
の
出
来
事
で
も
、
全
て
に

意
眛
が
あ
る
と
言
う
こと
。
「舌
難
福

門
」
「運
〈叩自
招
」
な
ど
ま
さ
に
そ
の通

り
た
と
実
感し
て
いま
す
。
これ
から
も

倫
理
の
学
び
を
通
し
て
人
間
と
し
て
成
長

し
た
い
と
思
い
ま
す
0

まと朗

・ヘー

明りなカ一古の住
一

の

も
、

入
会
に
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
る
方
へ

今
ま
でと
違
う
環
境
や
、
今
ま
で
の
つ

な
がりと違
う
方た
ちと
つな
が
る場
所

と
いう
のは
、ど
うし
ても敬
遠しが
ち

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
一歩
踏
み
出

し
てみた
ら
、
自
分
の周
り
の世
界
が
ぐ

っと広かる
ことは間違いありません。

倫
理
法
人
会
は
自
分
一人
で
は
広
け
ら
れ

な
か
った
分
野
の
方
や
、
物
の
考
え
方
と

つな
か
る
こと
か
でき
る
場
所
です
。
倫

理
の学
び
を
深
め
て
、
今
ま
で
の
自
分
と

違
う
自
分
を
見
つけ
ス
テ
ップ
ア
ップ
し

ま
し
よ
う
ー
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:所住幸伸松久 会月成

倫
理
と
の
出
会
い

私
が
倫
理
に
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、

友
人
の
赤
石
哲
也
さ
ん
か
ら
の
紹
介
で
し

た。そ
の当時、彼もまだ倫理法人会

の
会
員
で
は
な
く
、
一一人
で
誘
い
合
い
モ

ーニングセミナーにグストとして参

加
し
始
め
ま
し
た
。

モ
ー
一一ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
は
六
時
か
ら
始

ま
り
ま
す
が
、
五
時
三
十
分
か
ら
朝
礼
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
ど
ん
な
も
の
か
と
参

加
し
ま
し
た
。
朝
礼
の
ビ
リ
ッ
と
引
き
締

ま
っ
た
空
気
、
参
加
者
全
員
の
息
の
揃

っ
た
発
声
と
動
作
。
私
は
朝
礼
の
素
晴
ら

し
さに感激しました。

い
つ
も
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
足
利
市

倫
理
法
人
会
の
雰
囲
気
も
気
に
入
り
、
モ

ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
三
か
月
間
週
グ

スト
と
し
て通
った
のち
入
会
致
し
ま
し

入
会
後
の
自
分

私
は
東
京
都
の
生
ま
れ
で
、
若
い
頃
は

建
築
業
界
で
大
工
を
し
て
い
ま
し
た
。
私

が
一一十
ハ
歳
の時
、
父
親
が交
通事故
に

遷
い
介
護
が
必
要
な
身
体
に
な
っ
た
こ
と

がきっかけで、介護土として働くよ

うになりました。足利市に越してき

た
の
は
そ
の
頃
で
す

母
親
は
リ
ウ
マ
チ
を
患
っ
て
お
り
、
私

が
主
に
介
護
を
し
て
い
ま
し
た
。
倫
理
の

学
び
の
な
か
に
「最
も
大
切
な
わ
が
命
の

根
元
は
両
親
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
両

親
へ
の
深
い
尊
敬
の
気
持
ち
を
改
め
て
感

し
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
父
親
は
既
に

他
界
し
てし
ま
いま
し
た
が
、
母親
と
一

緒
に
所
沢
市
ま
で
毎
月
参
す
る
こ
と
か
、

今
で
は
習
い
と
な
っ
て
い
ま
す

私
は
現
在
、
福
祉
車
輌
を
用
い
た
「介

護
タ
ク
シ
ー
伸
(の
ぶ
)
」
を
経
営
し
て

い
ま
す
。
福
祉
車
輌
と
い
う
と
軽
自
動
車

が
多
い
中
、
私
の
タ
ク
シ
ー
は
車
掎
子
に

ー

乗
っ
た
ま
ま
四
名
が
乗
車
で
き
る
大
型
福

祉
車
輌
で
す

0

慣
れ
な
い
土
地
で
介
護
職
と
い
う
業
界

し
か
知
ら
す
に
い
た
私
は
、
倫
理
法
人
会

に
入
会
し
て
か
ら
様
々
な
業
種
の
方
々
と

繋
が
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
母
親
か
ら
は

「笑
顔
が
増
え
て
穏
や
か
に
な
った
」
と

言われます。起業して誰に頼ること

な
く
必
死
に
働
く
中
で
、
家
で
は
疲
れ
た

顔をしていたのかも知れません。今

ては経営
の相談も出来る仰間か
でき、

仕
事
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

入会に戸惑いを感じ
ている方
へ

「明
朗
日
ほ
か
ら
か
、
愛
和
Ⅱ
な
か
よ

く
、
喜
働
Ⅱよ
ろ
こ
ん
では
た
ら
く
」
を

実
践
す
る
中
で
、
人
間
関
係
も
仕
事
も
順

調
で
す
。
強
面
?
に
見
え
る
私
の
顔
に
も

自
然
と
笑
顔
か
増
え
ま
し
た
。

人
幸
福
の
栞
の
十
七
カ
条
に
は
生
活

の
法
則
が
分
か
り
や
す
く
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
是
非
、
私
た
ち
と
一緒
に
倫
理
を
学

び
ま
し
よう。
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第ヨ回#性セナ ー報告
・日時. 2019年5月1 4日火 回回
・場所.ニューサンピア栃木

*報告内容は、上のQRコードよりホームページにてご確認ください 回 &

回

・日時. 2019年5月26日日 回

・場所:足尾

*報告内容は、上のQRコードよりホームページにてご確認ください。

県内朝礼発表去様 子

県央朝礼発表会 県南朝礼発表会

く2019.4.13 ) く2019.4.20〉

県北朝礼発表会

く2019.4.27 〉

んふを時れ
新飜当

「國學院大學栃木高校野球部で活力朝礼がスタートしました」
《野球部監督:柄目直人様、野球部員: 67 名さん》 栃木県倫理法人会朝礼委員長四 反田 善 仁

去る2月22日16時、栃木市倫理法人会役員を中心に1 2名が
國學院大學栃木高校野球部グランドに集合。目的は朝礼指導。
柄目直人監督は、このように考えました。「生徒たちが心身と
もに成長し大舞台や人生において力が発揮できる」ためには職
場の教養を活用すべき。
さらに毎日実践することが大切であると感じ、倫理法人会が
推奨する活力朝礼導入を決心。

1時間の朝礼指導はとにかく熱いものとなり部員たちの大き
な「ハイ」は太平山のふもとで何回もにだま」しました。
翌日以降、練習、遠征関係なく必ず全員が実践をしていると
いうことです。
間違いなく「やる気スイッチ」が入ります、と監督。
部員たちの純粋な心に触れた私は、部員たちの大きな声を今
度は甲子園で是非聞いてみたい、そう熱望しております。

平成引年度経営者倫理ゼミナ-—報告
( 4月21 ~ 22日、富士高原研修所において)

栃木より34名、総勢84名が自身の課題解決に向け参加。
こまでやるかという程、徹底した後始末・挨拶実習は富士
研ならでは。大切なものを本当に大切にしているか?他を
優先し上辺だけだった自身に気付いた。その他の講座も内
面と向き合う責重で濃密な三日間でした。富士の頂に向け、
家庭に会社に、固く実践目標を誓いました。

OC印

下野市倫理法人会専任幹事

鈴木勝博

′ 木ーにれ
「保理新高士研 所



「栃木県倫理法人会」とはどんなところ?

倫理法人会は、一般社団法人倫理研究所の

法人会員組織です。「企業に倫理を職場に心

を家庭に愛を」をスローガンに、ます経営者
自身が純粋倫理を学び、活力に満ちた人間に
変わることによって、社員が変わり、社風が

朝起きは繁栄の第一歩/

変わり、自社の繁栄を目指すものです。

また倫理法人会の会員同土が集い、語り合

うことで、自分では気づかないような経営の
ヒントも得ることができる場所です!

◎ 6 : 00 ~ 7: 00
参加

モーニングセミナー会場のこ案内
法人会名

那須野ヶ原愴理法人会

那須野ヶ原中央倫理法人会

那須野ヶ原矢板倫理法人会

日光市愴理法人会

鹿沼市愴理法人会

高根沢さくら理 法人会

宇都宮市倫理法人会

宇都宮市北倫理法人会

宇都宮西愉理法人会

宇都宮中央倫理法人会

宇都宮東倫理法人会

宇都宮南倫理法人会

足利市倫理法人会

佐野市倫理法人会

栃木市倫理法人会

小山市倫理法人会

真岡市準倫理法人会

下野市倫理法人会

小山中央倫理法人会

榊原会館

大田原西地区公民館

みのり苑

報徳ニ宮神社会館

鹿沼商工会議所3 F大会議室

いふきの里

ホテル東日本宇都宮

コンセーレ

コンセーレ

コンセーレ

宇都宮大学UUプラザ2階

宇都宮グランドホテル

ニューミヤコホテル本館

ホテルマリアージュ仙水

栃木グランドホテル

小山グランドホテル

真岡井頭温泉チャットパレス

薬師寺コミュニテイセンター

間々 田商工会

住所

那須塩原市豊浦中町100-10

大田原市浅香3丁目3578-747

矢板市本町8-24

日光市今市743

鹿沼市睦町287-16

塩谷郡高根沢町桑窪2266-2

字都宮市上大曽町492 番地1

宇都宮市駒生1 - 1 -6

宇都宮市駒生1 - 1 -6

宇都宮市駒生1 - 1 -6

宇都宮市峰町350

宇都宮市西原町1 42

足利市南町4254-2

佐野市奈良渕町引6

栃木市万町6-1 1

小山市神鳥谷202

真岡市下籠谷41

下野市薬師寺1 387 番地25

小山市間々 田1 183-2

曜日

火

金

土

水

木

木

土

金

火

水

木

水

金

火

水

木

水

金

火

事務局

0287-73-5730

0287-29-0105

0287-73-5730

0288-25-6188

0289-60-5601

028-689-9103

028-610-0537

028-612-6017

028-612-6017

028・612-6017

028-610・0537

028-612-601 /

0284-41-5853

0283-24-0148

0282-21-8877

0285-27-7059

0285-84-2620

028-678-9801

0285 - 31-0611

☆セミナー終了後、朝食を摂りながらの親睦会、情報交換会も開催しておりますので、せひご参加ください。
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